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AWS App Runner
Amazon EC2

AWS Lambda

AWS Lambda@Edge
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Amazon ECR
Amazon ECS
Amazon EKS
AWS Fargate
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Amazon Connect
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Amazon Aurora

Amazon DocumentDB
Amazon DynamoDB
Amazon DynamoDB Streams
Amazon ElastiCache
Amazon Neptune

Amazon RDS
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AWS CLI
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AWS CodeArtifact
AWS CodeBuild
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HRIIT—I T =TI A~

e Amazon SES

T—IN—=2:

e Amazon Keyspaces

e Amazon Quantum Ledger Database (Amazon QLDB)
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	スキル 3.2.3: FM の有用性と有効性を維持しながらユーザーのプライバシーを保護する、プライバシー保護に重点を置いた AI システムを作成する (データマスキング手法、Amazon Comprehend の PII 検出、機密情報の匿名化戦略、Amazon Bedrock ガードレールの使用など)。
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	スキル 3.3.3: FM の実装を一貫して監視するために、組織ガバナンスシステムを 構築する (組織のポリシー、規制要件、責任ある AI の原則に沿った包括的な フレームワークの使用など)。
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	スキル 4.2.3: GenAI ワークロード固有のスループットの課題に対処するように FM  スループット最適化を実装する (トークン処理最適化、バッチ推論戦略、同時モデル呼び出し管理の使用など)。
	スキル 4.2.4: 特定の GenAI ユースケースで最適な結果が得られるように FM  パフォーマンスを強化する (モデル固有のパラメータ構成の使用、A/B テストを 使用した改善点の評価、要件に基づく適切な温度と top-k/top-p 選択の使用など)。
	スキル 4.2.5: FM ワークロードに特化した効率的なリソース割り当てシステムを 作成する (トークン処理要件に対する容量プランニング、プロンプトパターンと 完成パターンに対する使用率モニタリング、GenAI トラフィックパターン向けに 最適化された Auto Scaling 構成の使用など)。
	スキル 4.2.6: GenAI ワークフロー向けに FM システムのパフォーマンスを最適化 する (API コールプロファイリングを使用したプロンプト-完成パターン、ベクトルデータベースクエリ最適化を使用した検索拡張、LLM 推論固有のレイテンシー削減手法、効率的なサービスコミュニケーションパターンの使用など)。

	タスク 4.3: GenAI アプリケーションのモニタリングシステムを実装する。
	スキル 4.3.1: FM アプリケーションのパフォーマンスを完全に可視化する包括的な オブザーバビリティシステムを作成する (運用メトリクス、パフォーマンストレース、FM インタラクショントレース、カスタムダッシュボードでのビジネスインパクト メトリクスの使用など)。
	スキル 4.3.2: 問題を事前に特定し FM 実装に固有の重要業績評価指標を評価する ための包括的な GenAI モニタリングシステムを実装する (CloudWatch を使用したトークンの使用状況、プロンプトの有効性、ハルシネーション率、応答品質・ トークンのバーストパターンと応答ドリフトの異常検出・Amazon Bedrock の モデル呼び出しログを使用した詳細なリクエストおよび応答分析の実行・ パフォーマンスベンチマーク・コスト異常検出の使用など)。
	スキル 4.3.3: FM アプリケーションに実用的なインサイトを提供する統合 オブザーバビリティソリューションを開発する (運用メトリクスダッシュボード、ビジネスインパクト視覚化、コンプライアンスモニタリング、フォレンジック トレーサビリティと監査ロギング、ユーザーインタラクション追跡、モデル挙動 パターン追跡の使用など)。
	スキル 4.3.4: FM に最適なツール運用と利用を確保するために、ツール パフォーマンスフレームワークを作成する (コールパターン追跡、パフォーマンスメトリクス収集、ツールコールのオブザーバビリティ、マルチエージェント コーディネーション追跡、異常検知のための利用状況ベースラインの使用など)。
	スキル 4.3.5: ベクトルストアの最適な運用と FM 拡張の信頼性を確保するベクトルストア運用管理システムを作成する (ベクトルデータベースのパフォーマンス モニタリング、自動インデックス最適化ルーチン、データ品質検証プロセスの使用など)。
	スキル 4.3.6: 従来の ML システムにない GenAI 固有の障害モードを特定する FM  固有のトラブルシューティングフレームワークを開発する (ゴールデンデータセットを使用したハルシネーションの検出、出力差分手法を使用した応答一貫性分析の 実施、推論パストレースを使用した論理エラーの特定、特化型のオブザーバビリティパイプラインの使用など)。


	コンテンツ分野 5: テスト、検証、トラブルシューティング
	タスク 5.1: GenAI の評価システムを実装する。
	スキル 5.1.1: 従来の ML 評価アプローチを超えて FM 出力の品質と有効性を評価する包括的な評価フレームワークを開発する (関連性、事実に関する正解率、一貫性、 流暢さのメトリクスの使用など)。
	スキル 5.1.2: 最適な構成を特定するための体系的なモデル評価システムを作成する (Amazon Bedrock モデル評価、FM の A/B テストと Canary テスト、マルチモデル評価、トークンの効率、レイテンシーと品質の比率、ビジネス成果を測定するためのコストパフォーマンス分析の使用など)。
	スキル 5.1.3: ユーザーエクスペリエンスに基づいて FM パフォーマンスを継続的に 改善するためのユーザー中心の評価メカニズムを開発する (フィードバックインターフェイス、モデル出力の評価システム、応答品質を評価するアノテーションワーク フローの使用など)。
	スキル 5.1.4: FM の一貫したパフォーマンス基準を維持するための体系的な品質 保証プロセスを作成する (継続的評価のワークフロー、モデル出力の回帰テスト、デプロイの自動品質ゲートの使用など)。
	スキル 5.1.5: FM 出力をさまざまな視点から徹底的に評価する包括的な評価システムを開発する (RAG 評価、LLM-as-a-judge 手法による自動品質評価、人間のフィードバック収集インターフェイスの使用など)。
	スキル 5.1.6: FM 拡張のための情報検索コンポーネントを評価および最適化するための検索品質テストを実装する (関連性スコアリング、コンテキストマッチング検証、検索レイテンシー測定の使用など)。
	スキル 5.1.7: エージェントがタスクを正確かつ効率的に実行できるようにするためのエージェントパフォーマンスフレームワークを開発する (タスク完了率の測定、ツールの使用効率の評価、Amazon Bedrock エージェントの評価、マルチステップワークフローにおける推論品質評価の使用など)。
	スキル 5.1.8: FM 実装のパフォーマンスメトリクスとインサイトをステークホルダーに効果的に伝えるための包括的なレポートシステムを作成する (視覚化ツール、自動レポートメカニズム、モデル比較の視覚化の使用など)。
	スキル 5.1.9: FM 更新中に信頼性を維持するためのデプロイ検証システムを作成する (合成ユーザーワークフロー、ハルシネーション率とセマンティックドリフトに関する AI 固有の出力の検証、応答の一貫性を確保するための自動品質チェックの使用など)。
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	スキル 5.2.1: 必要な情報が FM インタラクションで完全に処理されるようにする ためにコンテンツ処理の問題を解決する (コンテキストウィンドウのオーバー フロー診断、動的チャンク戦略、プロンプト設計の最適化、切り捨て関連のエラー分析の使用など)。
	スキル 5.2.2: FM 統合の問題を診断して解決し、GenAI サービスに固有の API 統合の問題を特定して修正する (エラーロギング、リクエスト検証、応答分析の使用など)。
	スキル 5.2.3: 基本的なプロンプト調整を超えて FM 応答の品質と一貫性を向上 させるために、プロンプトエンジニアリングの問題をトラブルシューティングする (プロンプトテストフレームワーク、バージョン比較、体系的な改良の使用など)。
	スキル 5.2.4: FM 拡張のための情報検索の有効性に影響する問題を特定して解決する ために、検索システムの問題をトラブルシューティングする (モデル応答関連性分析、埋め込み品質診断、ドリフトモニタリング、ベクトル化問題の解決、チャンク化と 前処理の修復、ベクトル検索パフォーマンスの最適化の使用など)。
	スキル 5.2.5: FM インタラクションのパフォーマンスを継続的に改善するために、 プロンプトメンテナンスの問題をトラブルシューティングする (テンプレートテスト と CloudWatch Logs を使用したプロンプト混乱の診断、X-Ray を使用したプロンプトオブザーバビリティパイプラインの実装、スキーマ検証を使用したフォーマットの 不一致の検出、体系的なプロンプト改良ワークフローの使用など)。
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	アンケート


	AWS Certified Generative AI Developer - Professional (AIP-C01) 試験は、GenAI デベロッパーの役割を担う方を対象としています。この試験では、受験者が基盤モデル (FM) をアプリケーションとビジネスワークフローに効果的に統合できるかどうかが検証されます。この認定は、AWS テクノロジーを使用して GenAI ソリューションを本番環境に実装する方法に関する実践的な知識を証明するものです。
	また、以下のタスクについての受験者の能力も検証します。
	 ベクトルストア、検索拡張生成 (RAG)、ナレッジベース、その他の GenAI アーキテクチャを使用してソリューションを設計および実装する。
	 FM をアプリケーションやビジネスワークフローに統合する。
	 プロンプトエンジニアリングと管理手法を適用する。
	 エージェンティック AI ソリューションを実装する。
	 GenAI アプリケーションのコスト、パフォーマンス、ビジネス価値を最適化する。
	 セキュリティ、ガバナンス、責任ある AI のプラクティスを実装する。
	 GenAI アプリケーションをトラブルシューティング、モニタリング、最適化する。
	 FM の品質と責任を評価する。
	受験対象者は、AWS またはオープンソーステクノロジーでのプロダクショングレードのアプリケーション構築について 2 年以上の経験と、一般的な AI/ML またはデータエンジニアリングの経験、GenAI ソリューションの実装について 1 年の実務経験を有している必要があります。
	受験対象者は、以下の AWS に関する知識を有している必要があります。
	 AWS のコンピューティング、ストレージ、ネットワークサービスの経験
	 AWS のセキュリティのベストプラクティスとアイデンティティ管理についての知識
	 AWS のデプロイと Infrastructure as Code (IaC) ツールの経験
	 AWS のモニタリングおよびオブザーバビリティサービスに精通していること
	 AWS のコスト最適化の原則についての知識
	受験対象者が実施できることが想定されていないジョブタスクは、以下のリストのとおりです。このリストはすべてを網羅しているわけではありません。以下のタスクは、本試験の対象外です。
	 モデルの開発とトレーニング
	 高度な ML 手法
	 データエンジニアリングと特徴量エンジニアリング
	試験に出題される可能性のあるテクノロジーと概念のリスト、試験対象の AWS のサービスと機能のリスト、試験対象外の AWS のサービスと機能のリストについては、「付録」を参照してください。
	試験には、以下の出題形式が 1 つ以上含まれています。
	 択一選択問題: 正しい選択肢が 1 つ、誤った選択肢 (不正解) が 3 つ提示される。
	 複数選択問題: 5 つ以上の選択肢のうち、正解が 2 つ以上ある。設問に対する点数を得るには、正解をすべて選択する必要がある。
	 並べ替え: 指定されたタスクを完了することを目的とした 3～5 つの答えのリストが提示される。設問に対する点数を得るには、正解を選択し、正しい順序に並べる必要がある。
	 内容一致: 3～7 つのプロンプトのリストと一致する答えのリストが提示される。設問に対する点数を得るには、すべてのペアを正しく一致させる必要がある。
	未解答の設問は不正解とみなされます。推測による解答にペナルティはありません。試験には、スコアに影響する設問が 65 問含まれています。
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